
　
　
　

　　
高た
か
や
ま
ふ
ど
う

山
不
動
と
は

　
飯は
ん
の
う能
市
の
高
貴
山
常じ
ょ
う
ら
く
い
ん

楽
院
、

通
称
高
山
不
動（
飯
能
市
高た
か
や
ま山

３
４
６
）
は
、
飛
鳥
時
代
の
白は
く
ち雉

５
年（
６
５
４
）
に
開
山
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
の
寺
院

で
、
古
く
か
ら
密
教
、
修
験
の
道

場
で
も
あ
り
ま
し
た（『
飯
能
市

史
　
資
料
編
Ⅺ
』）。
越
生

町
黒く
ろ
や
ま山
と
接
し
、
黒
山
と

龍た
つ
が
や

ヶ
谷
の
境
を
走
る
尾
根

伝
い
に
は
高
山
不
動
の
参

詣
道「
高た
か
や
ま
み
ち

山
道（
四し
す
ん
み
ち

寸
道
）」

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
境
内
に
は
樹
齢
８
０
０

年
と
言
わ
れ
る「
高
山
不
動

の
大
銀い
ち
ょ
う杏
」（
県
指
定
天
然

記
念
物
）
や「
常
楽
院
不
動

堂
」（
県
指
定
有
形
文
化

財
）、
平
安
時
代
の
彫
像
と

し
て
知
ら
れ
る
国
指
定
重

要
文
化
財「
木
造
軍ぐ
ん
だ
り

荼
利

明み
ょ
う
お
う王
立り
ゅ
う
ぞ
う
像
」
な
ど
を
安
置

し
て
い
る
収
蔵
庫
が
あ
り
ま
す
。

軍
荼
利
明
王
像
に
つ
い
て
は
決
め

ら
れ
た
御
開
帳
日
に
拝
観
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
一
面
二
眼

八は
っ
ぴ臂
、
檜ひ
の
きの
一い
ち
ぼ
く
づ
く
り

木
造
な
が
ら
像
高

２
２
８
．８
㎝
と
大
型
の
仏
像
で
、

尊
容
に
は
独
特
な
表
現
が
あ
り
神

秘
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
い

ま
す
。
飯
能
市
立
博
物
館
に
レ
プ

リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　越
生
と
の
関
係
性

　
文ぶ
ん
せ
い政

13
年（
１
８
３
０
）
成
立

の『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
龍
り
ゅ
う
お
ん穏

寺じ（
龍
ヶ
谷
）
の
項
に「
秩
父
郡
高

山
の
不
動
は
、
当
寺
の
奥
の
院
と

称
す
、
今
も
住
僧
入
院
の
後
必
か
な
ら
ず

高
山
へ
参
詣
す
」
と
あ
り
ま
す
。

一
方
、
高
山
不
動
の
項
に
は
龍
穏

寺
開
山
の
無む
ご
く極
慧え
て
つ徹
が
当
山
へ
奉

納
し
た
品「
五
大
明
王
御
影
板
」、

「
当
山
山
籠
僧
無
極
奉
納
文
一
篇
」

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

般
、
不
動
堂
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
扁
額「
不
動
堂
」

が
龍
穏
寺
57
世
文ぶ
ん

山さ
ん

闡せ
ん
み
ょ
う
明
の
揮
毫

で
あ
る
と
判
明
し
ま
し
た
。
連
綿

と
続
い
た
寺
院
間
の
行
き
来
を
示

す
重
要
な
資
料
で
す
。
こ
の
不
動

堂
は
文
政
13
年
の
火
災
で
焼
失

し
、
天て
ん

保ぽ
う

２
年（
１
８
３
１
）
に

再
建
さ
れ
た
建
物
で
、
飯
能
市
HP

の
解
説
文
は「
天
保
２
年
の
棟
札

に
は
、棟
梁
４
名
の
墨
書
を
の
せ
、

ま
た
当
時
県
下
で
も
著
名
な
名
匠

を
後
見
と
す
る
な
ど
、
一
山
を
あ

げ
て
の
復
興
事
業
の
跡
が
窺
え
ま

す
。」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
見
学
で
、
本
堂
を
支
え
る
円

柱
に「
柱
一
本
　
入
間
郡
小
杉
村
　

岩
田
久
右
エ
門
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
お
堂
に
は
江
戸
時
代
か
ら
平
成

に
か
け
て
の
奉
納
額
が
数
多
く
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は

弘こ
う
か化
４
年（
１
８
４
７
）
に
越
生

や
梅
園
地
区
、
近
郷
在
住
者
が
奉

納
し
た
弓
術
に
関
す
る
額
も
見
ら

れ
ま
す
。

　
武
州
新
八
十
八
霊
場
の
奥
院

　
文
化
９
年（
１
８
１
２
）
に
、

越
生
の
法ほ
う
お
ん
じ

恩
寺
住
職
ら
が
企
画

し
、
越
生
町
、
と
き
が
わ
町
、
鳩

山
町
、
東
松
山
市
、
川
越
市
、
狭

山
市
、
入
間
市
、
飯
能
市
、
坂
戸

市
、
鶴
ヶ
島
市
、
毛
呂
山
町
、
日

高
市
、
吉
見
町
、
川
島
町
の
現
在

の
入
間
・
比
企
郡
市
８
市
６
町
に

所
在
す
る
寺
院
を
四
国
八
十
八

霊
場
に
見
立
て
、
武
州
新
四
国

八
十
八
霊
場
を
開
き
ま
し
た
。
法

恩
寺
住
職
ら
は
当
霊
場
の
第
十
六

番
を「
龍
ヶ
谷
の
仏ぶ
っ
し
ん
い
ん

心
院
」
と
定

め
、
仏
心
院
の
奥
の
院
は
常
楽
院

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

仏
心
院
の
所
在
地
は
特
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
大お
お
だ
ち
う
き

館
右
喜
氏
は『
幻

の
武
州
八
十
八
霊
場
　
埼
玉
の
古

寺
を
た
ず
ね
て
』
で
、
龍
穏
寺
周

辺
に
あ
っ
た
真
言
宗
寺
院
と
し
て

い
ま
す
。

扁額「不動堂」

不動堂の柱に「柱一本　入間郡小杉村　岩田久右エ門」と刻まれている

県指定有形文化財「常楽院不動堂」

奉納額（弘化４年＜１８４７＞）

越生浪漫
No.186
最近の調査から
－高山不動－
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Pick up

おごせ教育

おごせっ子広場おごせっ子広場
　　町内の小中学校や町の行事等に町内の小中学校や町の行事等に
参加参加する子供たちを写真で紹介するする子供たちを写真で紹介する
コーナーです。コーナーです。

日
々
の
授
業
や
部
活
動
、
学
校
行

事
等
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
生
徒
た
ち
に
は
越
生
町
で
培
っ

た
力
を
自
信
と
し
、
地
域
の
た
め
、

世
の
中
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
人

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 ６ 月 ４ 日 （ 火 ） 、 ５ 日
（水）に４年生が今年度から
ふるさと教育の一環で森林体
験学習を行いました。越生町
地域おこし協力隊の方々にご
協力いただき、伐採をする理
由や皮むきのやり方等を教え
てもらい、木の皮むき体験を
することができました。

　　６月２０日（木）・２１日６月２０日（木）・２１日
（金）に、今年で２９回目を（金）に、今年で２９回目を
迎える立志発表会が行われま迎える立志発表会が行われま
した。自らの進路を考え、自した。自らの進路を考え、自
分の将来について熱く語る３分の将来について熱く語る３
年生の堂々とした発表を、参年生の堂々とした発表を、参
観した１・２年生が憧れの眼観した１・２年生が憧れの眼
差しで見つめていました。差しで見つめていました。

越 生 中 学 校

　６月１３日（木）は、１～３年

生が梅干しづくり体験教室を行い
ました。今年度は、保護者の方に
お手伝いをしていただき、梅のへ
たを竹串で取り除いたり、樽に塩
と梅を交互に入れてつけたりしま
した。できあがりが楽しみです。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育318

越生中学校

『愛・感動・夢あふれる
学校』～地域とともに～

　
越
生
中
学
校
で
は
、
本
年
度
、

生
徒
数
二
百
十
三
名
、
教
職
員
数

三
十
二
名
で
、
順
調
に
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
校
訓
は
「
立
志
」、
学
校
教
育

目
標
は
「
自
立
の
力
を
育
む
」、
そ

し
て
本
年
度
の
目
指
す
学
校
像
を

「
愛
・
感
動
・
夢
あ
ふ
れ
る
学
校
～

地
域
と
と
も
に
～
」
と
し
ま
し
た
。

自
分
も
自
分
と
つ
な
が
る
全
て
の

人
達
や
物
も
大
切
に
で
き
る
愛
を

も
つ
こ
と
。
授
業
や
行
事
、
部
活

動
等
を
通
し
て
「
わ
か
っ
た
」「
で

き
た
」「
や
り
遂
げ
た
」
の
感
動
体

験
を
味
わ
え
る
学
校
生
活
を
送
れ

る
こ
と
。
こ
の
二
つ
の
土
台
の
上

に
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
」「
将
来
こ
ん
な
人
に

な
り
た
い
」
と
夢
【
志
】
を
持
ち

努
力
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
、
地

域
の
皆
様
と
と
も
に
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
豊
か
で
美
し
い
自
然
、
歴
史
と

文
化
が
薫
る
素
晴
ら
し
い
環
境
の

も
と
で
、
今
年
の
生
徒
た
ち
も
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
た
ち
が
大

切
に
し
て
き
た
「
越
中
生
と
し
て

の
自
信
と
誇
り
」
を
受
け
継
ぎ
、

越 生 小 学 校
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